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　Lasciò tuttavia nell’agiatezza la moglie e i due figli: Mattia （che sarei io, e fui） e Roberto, 
maggiore di me di due anni.
　Mourin は、このイタリア語の条件法 che sarei io をフランス語に訳すならば条件法ではな









　Il lasissait toutefois dans l’aisance sa femme et ses deux fils: Mathias （ce serait moi, et ce 
fut moi） et Robert, mon aîné de deux ans.
Sarrabayrouse 訳, p45
　Il laissa toutefois dans l’aisance sa femme et ses deux enfants : Mattia （ce serait, et ce fut 






































— Tu diresti forse... sposarla?
　イタリア語原文では動詞 dire 「言う」が条件法で現れる。Mourin はフランス語であれば直
説法未来形を使わねばならぬところだ、という。
Bigot 訳, p9
— Voudrais-tu dire?... l’épouser?   
　動詞 dire 「言う」は不定法となり、法助動詞 vouloir が条件法で表れている。イタリア語原





— Tu veux peut-être dire... l’épouser?















  « — Io sarei il defunto marito della signora Pascal, quel povero galantuomo morto 
l’altr’anno, annegato.
　Mourin がここで提案する仏訳は、je suis, comme qui dirait, ... である。挿入節 comme qui 
dirait が直説法 suis による断定をやわらげる効果をもっている。
Bigot 訳, p128
— Je suis le défunt mari de Mme Pascal, ce pauvre brave homme noyé l’année dernière.
Sarrabayrouse 訳, p143
  « — Disons que je suis le défunt mari de madame Pascal, ce pauvre homme mort l’année 
dernière, le noyé.
　イタリア語原文の条件法 sarei を仏訳はともに直説法 suis にしている。これは Mourin の主
張にとって都合のよい例ということになる。（但し、Sarrabayrouse 訳では、主節の Disons が









　　フランス語 il me dit qu’il m’écrirait tout de suite 条件法現在形
　　スペイン語 me dijo que me escribiría luego 条件法現在形











　Mourin, p9 によると： per attenuare un’affermazione, l’italiano usa più spesso il condizionale 
































（5）On sonne, ce sera le facteur 直説法未来形（Squartini 2008）
　　［戸を敲く者がいる］郵便配達人だろう。













（9）［Suonano alla porta］Sarà il postino. 直説法未来形（Squartini 2008, 2010）
　　［戸を敲く者がいる］ 郵便配達人だろう。
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（10）［Suonano alla porta］ Sarà il postino? 直説法未来形  （Squartini 2010）
　　［戸を敲く者がいる］ 郵便配達人だろうか？
　ではイタリア語の条件法はどうだろうか？ フランス語の条件法も並べて比較してみよう。
（11）Suonano. Sarà Géraldine? 直説法未来形（Squartini 2008）
（12）*Suonano. Sarebbe Géraldine? 条件法現在形（Squartini 2008）









（14）Luc est-il à Paris? 直説法現在形　（Squartini 2010）



















フランス語 +P ＋/－P +D ＋/－P




フランス語 －P ＋/－P －D ナシ








1  　この表は、いくつかの点で批判の余地があると思う。例えば、フランス語の条件法の推量用法の特徴は 
+D となっている。これは、「疑問文にのみ現れる」ということであるが、文法書などをみると、肯定文で
条件法が推量の意味で使われていると思われる次のような例がすぐに見つかる。
 　朝倉季雄 『新フランス文法事典』 p141  
 　推測・疑惑 (conditionnel de probabilité)：
 　J’aurais attrapé froid mardi en sortant du théâtre.（Maupassant, Bel-Ami）
 　火曜日に芝居から出たとき，風邪をひいたらしい
 　 　Squartini の論文中で、推量の意味の肯定文で条件法が不可となっている（アスタリスクがついている）
例を探したが、見つからなかった。ただ、次のような例があった。










　　フランス語 il me dit qu’il m’écrirait tout de suite 条件法現在形
　　イタリア語 mi disse che mi avrebbe scritto subito 条件法過去形
　伝聞（riportivo）は本稿の内容とは直接の関わりがない。ただ例文を見てその意味を確認し
ておこう。
（16）Secondo le ultime informazioni il presidente si sarebbe dimesso ieri.
 条件法過去形（Squartini 2004）
　　最新の情報によれば、大統領は昨日辞任したそうだ。
　D は疑問（dubitativo）を表す。疑問文にのみ現れるのならば +D となる。例えばフランス
語の直説法未来完了形の推量用法をみて見よう。例文（6）を再掲する。








（17）Adesso saranno le quattro. 直説法未来形（Squartini 2004） 
　　今は四時だろう。




（19）Le finestre sono tutte chiuse. Sarà già partito? 直説法未来完了形（Squartini 2004）
　　窓がすべて閉じられている。（彼は）もう出発したのだろうか？
　（19）を条件法にすると（20）のように非文となってしまう。







（21） Jeanne d’Arc, Richelieu, Louis XIV, Carnot, Napoléon, Gambetta, Poincaré, Clemenceau, 
le Maréchal Foch auraient-ils jamais consenti à livrer toutes les armes de la France à 
ses ennemis pour qu’ils puissent s’en servir contre ses alliés ?  （Charles de Gaulle, 





（22）Auraient-ils consenti à livrer les armes?（«j’ai des raisons de le penser»）
 条件法過去形  （Martin, 1981 及び Squartini, 2004） 
　　彼らは武器を引き渡すことを認めたであろうか？（私にはそう考えるべき理由がある。）
　Squartini は Martin のこの二つの例文を挙げて、イタリア語に訳すとすれば（21）は条件
法が使用可能であるが、（22）は条件法で訳すことができない、という。Martin は条件法を二















（24） Quindi, secondo te, sarebbe già partito? 条件法過去形  （Squartini 2004）
　　すると、君の意見によれば、（彼は）もう出発したということかい？  
（23）で前提節が省略され、あるいは （24） で副詞句が省略されたら （25） のようになるであろ
う。
（25）Sarebbe （già） partito? 条件法過去形
　　（彼は）もう出発しただろうか？






2  　Squartini によると、（23）のような条件文には直説法未来形は現れ得ないので、（23）は条件法に限られ
た用法である。また、（24）の伝聞を表す条件法についても同様である。故に、直説法未来形と条件法の比















条件法現在形 条件法過去形 条件法過去第二形 合計
仏語本文 34 7 11 34+7+11=52
Gi 訳 29 30 29+30=59
DB 訳 29 27 29+27=56
O 訳 25 28 25+28=53
SV 訳 28 30 28+30=58
G 訳 36 34 36+34=70
伊語訳平均 29.4 29.8 59.2
　〔表 3〕に関して、以下の諸点を述べておかねばならない。
　まず、フランス語の条件文の帰結節（及びそれに相当する意味のところ）で用いられる接続
法大過去の形、すなわち条件法過去第二形（la seconde forme du conditionnel passé）につい
て説明しておく。これは、表面に現れる形は接続法大過去形だがその意味するところが条件法
過去形と同等という文法形式である。実例として二つだけ挙げておく。
























きい、ということにも注目すべきである。最も条件法の使用回数が多かったのが G 訳で 70 回、















（28） certes la bourse des Armand-Dubois, qu’ont surmenées de hasardeuses spéculations, a 
grand besoin de cette aubaine; 直説法現在形
確かに、いい加減な投資によってすり減ってしまったアルマン・デュボア家の家計はこの
もうけ話を是非とも必要としている。
　　Gi 訳 ha un grande bisogno 直説法現在形
　　DB 訳 hanno un gran bisogno 直説法現在形
　　O 訳 hanno ... bisogno 直説法現在形
　　SV 訳 avrebbe grande bisogno 条件法現在
　　G 訳 hanno un grande bisogno 直説法現在形
　イタリア語訳はすべてフランス語原文に逐語的に対応するイタリア語表現 “avere bisogno 
di ～ ” を使っているが、SV 訳のみ条件法現在形にしている。他のイタリア語訳はすべて直説
法現在形である。小説の筋のこの時点では、このもうけ話はまだ確定していない。（実際に第
一章の終わりでは、このもうけ話は立ち消えになり、アルマン・デュボアは破産してしまう。）
故に、SV 訳は条件法を選んだのであろう。条件法 avrebbe によって「必要としているところ
ではあるが…」という控えめな言い方になっている。これは第一部でみた Mourin と町田の見
解に沿う例である。
（29）Plutôt que de prier, vous préférez rester malade? 直説法現在形
　　貴方は、神に祈るよりもこのまま病気でいた方がましだ、とおっしゃるの？
　　Gi 訳  lei preferisce 直説法現在形
　　DB 訳 lei preferirebbe 条件法現在形
　　O 訳 Lei, ... preferirebbe 条件法現在形
　　SV 訳 （Voi）preferite 直説法現在
 　 フランス語原文は paraître 「～のように見える」を直説法現在形で使っている。Gi 訳・DB 訳・O 訳・G 訳
は同じ意味を表す動詞 parere, sembrare をやはり直説法現在形で使っている。それに対し、SV 訳は以下
のようになっている。
 　SV 訳　Molto contrario ai precetti evangelici, direi.
 　それは福音書の教えとは正反対だ、と（私は）申し上げたいところですな。
 　 　すなわち dire 「言う」 を条件法現在形で使っているのであるが、これは原文の動詞 paraître とは全く意
味が異なる動詞である。もちろん主語も違う。この例をもって、フランス語の直説法現在形とイタリア語
の条件法現在形が対応している、と主張するのは強引であろう。このように原文と訳文で異なる意味の動
詞が使われている例や、どちらか一方（あるいは両方）に法助動詞 pouvoir, devoir などを含む例までいれ
ると、筆者の数えたところでは、フランス語の直説法現在とイタリア語の条件法現在が対応している例は
合計 11 あった（例えば、（28）では 1 と数え、（29）では 3 と数える）。逆に、フランス語の条件法現在形
とイタリア語の直説法現在形が対応する例は 5 であった（例えば、（30）では 3 と数える）。この 11 対 5 と
いうデータの評価は本稿では保留するが、参考までにここに記しておく。
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　　Gi 訳 lei esita a farlo? 直説法現在形
　　DB 訳 （Lei）esita a farlo? 直説法現在形
　　O 訳 lei esita a farlo? 直説法現在形
　　SV 訳 （Voi）esitereste a farlo? 条件法現在形
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